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1．目的・方法 

 さまざまな人種民族的背景をもった人々の対立や共存の問題が「多文化」研究としてテーマ化され、すでに久

しい。多文化主義の可能性と限界が盛んに論じられた 1980～90 年代、排他的ポピュリズムが勢いを増して多文

化主義の失敗が宣言されるに至った 2000～10年代まで、「多文化」はつねに論争の的であった。だがこの政治性

を色濃く帯びた論争史のなかで、「多文化」はしばしば、現実の社会状況から遊離した論争のアイコンとして取沙

汰されてきた。 

 この人目を引く論争の陰にあるのは、日常的に経験される多文化状況に根ざした地道な研究群である。そこで

は、異質な人々が「ともに投げ込まれた」（Massey 2005=2014: 265-9, 280-304）ポストコロニアルな生活空間にお

いていかに対立・交渉をくり返しともに生きていくか、という「多文化の問い」（Hall 2000）が実地に問われてき

た。こうした蓄積こそ経験的多文化研究に活用しうるものだが、未だ十分に精緻なレビューが不足している。本

研究プロジェクトはこの状況を受けて、日常経験としての「多文化」をめぐる研究群を分野横断的に拾いあげて

整理し、その到達点と課題を明らかにすることを目指す。本報告はその手始めとして、1．多文化都市の公共空間

に焦点を当てた Amin（2002）以降の地理学的研究群と、2．それを参照しながら「日常多文化主義」（Wise and 

Velayutham eds. 2009）として展開されてきた社会学的研究群、というふたつの系譜をたどる。 

 

2．結果・結論 

上述のふたつの系譜は、人々が異質な他者とともに生きなければならない現実をいかに引き受けているかを知

る糸口として、他者との日常的「出会い」（encounter）に着目し、そこでの接触や交渉を記述しようと試みてきた。

だがそこで考察の手がかりとされる「出会い」は、ともすれば定義が曖昧なままブラックボックス化されてしま

う。つまり、多文化的日常の出会いとしてさまざまな事例が集められる一方で、それらが概念レベルでどのよう

に意味づけられるのか、いかなる出会いがどのような点で重要なのかといった概念の内実に不透明さが残るので

ある。 

これに対して本報告は、出会いが表象（representation）よりも現前（present）の次元に焦点を当てていることを

確認したうえで、その内実を①公共空間／②身体経験という二側面に切り分けて分析的に明確化する。従来の多

文化研究はおもに、文化的に形成された人種民族的なカテゴリ／アイデンティティなど、現前を再構成する表象

の領域に照準を合わせてきた。これに対して本報告が取りあげる研究群では、現前の領域における、表象的区分

のみに還元されない接触・交渉の経験に焦点が置かれる。都市の日常生活の舞台となる①公共空間（公共交通機

関、市場・商店、公園、etc.）においては、表象領域では区分されるような他者同士（「入植者」／「先住民」、etc.）

が実際に出会い、一定の②身体経験が共有される。この現前領域におけるカテゴリ越境的経験は、表象領域にお

ける区分からまったく自由なわけではないが相対的に自律したものとして、異質な他者同士の関係構築の糸口と

なるのである。 
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